
1 
 

令和 2年度 第 3 回北杜市須玉地域委員会議事録 

 

１ 日 時  令和 3年 2月 3日（水）18 時～19 時 15 分 

 

２ 場 所  須玉総合支所第 1会議室 

 

３ 出席者（敬称略） 

●委 員：藤原廣吉、小澤良治、矢崎元子、白倉豊伸、桜井彰一、横塚昮雄、 

輿水みなみ、櫻井ひろみ、早川一雄、大西良空、篠原克巳、宮﨑久、

篠原正文、赤岡茂伯 

 

●事務局：須玉総合支所長 堀込美友、地域市民課市民担当 内藤和樹 

 

４ 議 題 

（１） 令和 3年度予算使途事業予算案について 

（２） その他 

 

５ 公開・非公開の別： 公開 

 

６ 傍聴人の数 ： 0 人 

 

７ 議事の経過 

 

（１）開  会 

 

（２）会長あいさつ 

 

（３）議事 

 

会議の議長は、北杜市地域委員会設置条例第 8条第 2 項の規定により会長が議長

となることから、議事の進行を会長にお願いする。 

 

議事録署名人を輿水みなみ委員と櫻井ひろみ委員に決定する。 

 

①令和 3年度予算使途事業予算案について 

・事務局より内容説明を行う。 

・会長及び副会長より、1 月 7 日に開催された北杜市地域委員会連絡協議会の内

容について報告を行う。 

・質疑等を行う。 
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委 員：祭りの開催方法については、新型コロナウイルスの感染状況によって大

きく左右されるので、現状で意見を述べるのは難しい。 

委 員：同じく、現状ではプランは浮かばない。 

委 員：祭りについては、新年度になれば新実行委員会が立ち上がると思うので、

その中で何ができて何ができないのか、一つ一つ精査して検討していただ

きたい。伝統文化継承事業では、コロナ禍の状況であったり、高齢化だっ

たり、事業ができない状況があると聞く。また、他の地域のイベント等も

コロナ禍で中止が多いと思うが、問題点や皆さんの地域の状況等について

話を伺えたらと思う。私の地区では道祖神祭りを実施したが、飲食はなし

で、道祖神の清掃と飾り付け、お参りのみとしたので、経費としては数千

円しかかからなかった。 

委 員：伝統文化としてどんどん火祭りを実施している。今年度は、祭り自体は

わら人形を作って実施したが、新型コロナウイルスの影響で、飲食関係や

金魚すくいなどの催しは実施できなかったため、参加者は少なく寂しい祭

りとなった。地域の人たちが多く集まるよう、出店などに代わる何か魅力

的な催しなどを考えて工夫する必要があると感じた。 

（会長が仕事の都合により退席のため、ここから副会長が議長を務める。） 

委 員：火祭りを開催したが飲食などはなしにして、神事のみとした。特に問題

点は感じていないが、木材の収集が大変である。  

委 員：神事は神主を呼んで役員だけで行った。3 月の総会も開催できるかどう

かというところである。 

委 員：関わっているところでいうと、お天神講やはつらつシルバー、食生活改

善推進員の活動があるが、全て実施できなかった。 

委 員：例年、神輿を担いで祭りをしているが今年度は中止となった。神社に習

字は飾ったが子どもたちが集まることはせず、神社の清掃も親のみで行っ

た。 

委 員：有志の小学生を集めて、主に老人施設の慰問活動をしているが、今年度

はこれまで実施できていない。 

委 員：毎年 5月に神楽の奉納をしているが、今年度は他の地区同様できなかっ

た。秋の開催も検討したが、やはりできなかった。高齢化はあるが、若い

人が地区内外から入ってくれているので継続できている。 

委 員：地区の行事は何もできなかった。須玉地域委員会の予算の半分近くを甲

斐源氏祭りに費やしているが、この祭りの予算を高齢者支援にもっと回す

など予算配分を考え直したほうがよいと思う。また、自治会活動支援につ

いてももっと広く柔軟に使えるようにしてもらえれば、地域の活性化に繋

がると思う。 

委 員：お天神講、はつらつシルバー、8月の草刈り前の総会など中止となった。

新型コロナウイルスのこともあるが、少子化問題をどう解決するかという

ことがある。これは伝統文化の継承にも通じることである。 

委 員：神楽をやっているが、道具の共用であったり、笛を吹くと唾が飛ぶなど

の問題があって活動はできず、集まりは会議の 1回のみであった。公民館
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事業では、夏の盆踊り大会は中止としたが、皆さんが自宅から眺められる

よう花火を打ち上げた。三世代交流の料理教室やお天神講、文化協会と老

人会合同の集まりなども中止で、民謡や踊りの人たちは発表の場がないた

め、練習に熱が入らなかったという話も聞いた。こういった状況が平常に

なっていくような気もしていて、先ほど甲斐源氏祭りの話が出たが、祭り

を見直す契機でもあると思うので、今年度パンフレットを発行して皆さん

に読んでもらったこと踏まえて、新羅三郎義光公にちなんだ新しい甲斐源

氏祭りがつくれたらいいと思う。あと、りんご祭りは中止、桜の保存活動

は保存のための調査・診断を実施した。 

事務局：先ほどご意見のあった予算配分の件だが、令和 3 年度予算についてはこ

れまでに提案事業及び予算を検討・調整して最終段階にあるため、この段

階で見直すことは困難である。来年度、令和 4年度の提案事業及びその予

算を検討する際によく精査していただいて決定してもらいたいと思う。 

 

②その他 

・地域委員会だよりの発行について、例年どおり編集委員を選定し、編集作業を

実施することに決定する。 

・編集委員は、桜井彰一会長、宮﨑久副会長、早川一雄委員、大西良空委員、輿

水みなみ委員、藤原廣吉委員に決定する。 

・第 1回編集委員会を 2月 15 日（水）18時から須玉総合支所第 1 会議室で開催

することに決定する。 

 

８ 閉 会 

 

19 時 15 分 終了 

 

北杜市須玉地域委員会委員 

 

                     

 

 

 

                     

                   


